
 

翻訳会社 翻訳のサムライが香港設立の会社の定款（架空会社）に基づいて翻訳をし

たもの（サンプル）です。香港設立会社の定款の日本語への翻訳なら翻訳のサムライ

にお任せ下さい。 

翻訳のサムライのホームページ（http://www.translators.jp） 
 

 

サンプル 
 

 

 

 

 

サムライコーポレーションインク 
 

の設立に関する 

 

基本定款および通常定款 

 

 
 

_____________ 

 

2007 年 8月 3日設立 

 

_____________ 
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No. 1111111 

 

（コピー） 

会社法 

（第 32 章） 

 

 

会社設立証書 
_____________ 

 

私はここに、 

 

 

サムライコーポレーション 
 

 

が本日香港で会社法に基づき設立され、また本会社は有限責任であるこ

とを証明する。 

 

本証明書は 2008 年 7月 21 日下記署名人が発行した。 

 

                                                 （署名） 

                                                       ジョン・ワシントン 

_________________________ 

会社登記官代理 

香港 
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会社法会社法会社法会社法    （（（（第第第第 32323232 章章章章））））    

________________________________________________________    

    

非公開有限責任株式会社 

_______________ 

 

サムライコーポレーション 
 

基本定款 
 

 

_______________ 

 

第 1条：- 当会社は、サムライコーポレーションと称する。 

 

第 2条：- 当会社は、登記事務所を香港に置く。 

 

第 3条：- 株主の責任は有限とする。 

 

第 4条：- 当会社の資本金は 2,000,000.00 香港ドルとし、1 株を 1.00 香港ドルとする

2,000,000 株の株式に分割され、会社はこの資本金を増額、減額することができ、

その資本の一切の部分を、原始資本金であれ増資後の資本金であれ、優先権を付し、

あるいは付さず、あるいは権利延期の対象とし、またはその他一切の条件、制限を

付して株式を発行する権能を持ち、また、その発行の条件が明示的に別段の宣言が

されない限り、発行される株式のすべては、優先株式の宣言がされているか否かに

よらず、上述された権能の対象になるものとする。 
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下記署名人である私／私たちは（その氏名、住所、その他説明は以下に記載）本基本定

款に則り会社を設立することを望み、また私／私たちは、会社の資本金のうちからそれぞれの

氏名欄に対応する欄に記載される数量の株式を引き受けることに合意する。 

 

 

  

株式引受人の氏名、住所および説明 

 

各引受人の 

引受株式数 

 

 

 
  Name withheld 

 

 

 

  Name withheld 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,000,000 

 

 

 

1,000,000 

 

 

引き受けられた株式総数 2,000,000 

 

日付：2008 年 7月 21 日 

 

上記署名の立会人： 

 

（Sd.） Taro Samurai 

Chief Executive Officer 

Samurai Building 

199 Orchid Road 

Meinohama, Hong Kong 
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会社法会社法会社法会社法    （（（（第第第第 32323232 章章章章））））    

________________________________________________________    

 

非公開有限責任株式会社 

 

_______________ 

 

サムライコーポレーション会社    

 

定款 

 

_______________ 

    

前文前文前文前文    

 

1. 会社法（第 32 章）の第 1 スケジュール中のテーブルＡに含まれる規定は本定款中

で明示的に除外あるいは変更されるものを除いて当会社に適用されるものとする。テーブルＡ

の規定と本書面とが矛盾する場合は、本定款に記載する規定が優先する。 

 

2. 当会社は非公開会社であり、したがって、 

 

(a) 株式を譲渡する権利は本定款の規定にあるとおり制限される。 

 

（b） 当会社の株主の人数は（当会社に雇用されている者、また以前当会社に雇用

されていた者で雇用されていた当事会社の株主であり、この雇用の後も当会社の株主であり続

けるものは除いて）10 名に限定される。ただし、2人以上で当会社の 1株あるいはそれ以上の

株式を共有する場合は、本規定の目的においてひとりの株主とみなす。 

 

（c）  当会社の株式、社債の引受の一般大衆への募集は禁止される。 

 

株式株式株式株式のののの譲渡譲渡譲渡譲渡    

    

3. 取締役はなんらの理由を与えることを要さず、株式の名義を他の者に変更する登録

を拒否することができる。取締役は各年の定時株主総会に先立ち 21 日前から名義変更の登録

を停止することができる。取締役は次の事項を満たさない場合には、一切の名義変更の証書を

拒否することができる （a） 当該名義変更について（以下本条省略） 

 

取締役会長取締役会長取締役会長取締役会長    

 

4. 取締役は取締役会の会長を選任し、その職に任じる期間を定めることができ、また、

別段の決定がされない限り、会長は毎年選任されるものとする。会長が選任されない場合、ま

たは会議の開催予定時刻後 30 分経過して会長が不在の場合は、出席する取締役が取締役の中

から当会議の会長の役を選任する。 

 

5. 当会社が株主総会で別段の定めをしない限り、またするまでは、取締役の員数はひ

とり以上とする。当会社の最初の取締役は会社の基本定款の発起人が書面により指名するもの

とする。 

 

6. 香港に不在中のまたは香港を離れようとしている取締役は他の取締役の過半数の

承認を以って任意の者を彼の代理として任命することができ、かかる代理取締役は取締役の代

理としての役職を保有している間は取締役の招集通知を受け、会議に出席し投票する権利を持

つ。任命者が香港に戻ったとき、取締役の役職を退任したとき、あるいは代理人を解任したと

き、代理取締役はその事実によって代理取締役の役職から解任されるものとする。本条におけ
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る任命、解任は自筆またはテレックスによる取締役からその旨を伝える通知により効果を発す

る。取締役は（上述の規定を条件として） 他の取締役を彼の代理に任命することもでき、か

かる任命を受けた取締役は（取締役としての自分自身の投票権に加えて） 取締役会で任命者

の権利を行使することができる。 

 

7. 本定款の採用後次に開催される定時株主総会およびその後続く毎回の定時株主総

会ですべての取締役は（任命のある場合永久取締役は除く）その役職を退任するものとするが、

重任の対象となる。 

 

8. 取締役となるための資格株式は要しない。 

 

9. 取締役が下記に該当する場合、取締役の役職は解かれる。 

 

（a） 書面による当会社への通知を以って辞任する、または、 

 

（b） 破産または債権者一般と和議または債務免除を行う、または 

 

（c）  心神耗弱、喪失となる。 

 

10.  （a） 取締役は（以下本条省略） 

 

取締役取締役取締役取締役のののの権限権限権限権限    

 

17. 取締役は本定款またはその他で明示的に授与された権限に加えて、株主総会で当会

社により行使され、採択されるすべての権限を行使し、すべての行為、事項を行うことができ

る。ただし、会社法（第 32 章）の規定、本定款、当会社により株主総会で適時定められるそ

の他すべての規定を条件とするものとし、さらに、かかる規定はもしこのような規定が定めら

れなければ有効であった取締役の従前の行為を無効にすることはないものとする。 

 

18. 前条で与えられる全般的な権能、本定款で与えられるその他権能を損なうことなく、 

取締役は以下の特定の権能を（以下本条省略） 

 

社印社印社印社印およびおよびおよびおよび小切手小切手小切手小切手    

 

20. 当会社の社印は取締役会で保管するものとし、取締役の承認なしに使用されてはな

らない。 

 

21. 当会社の社印が捺印されるべきすべての書類は当会社の社印が捺印され、取締役会

長または取締役会が随時その署名の権限を与える者（達）によって署名されたとき、正当に捺

印されたものとみなされる。 

 

22. 小切手、約束手形、為替、為替手形、その他流通証券は（以下本条省略） 

 

株主総会株主総会株主総会株主総会    

 

23. すべての目的において、すべての株主総会の定足数は 2 人の株主が自ら出席し、か

つ当会社の払込資本金の少なくとも 51 パーセントを自分自身の権利または代理人として保有

していることとする。本定款中のこれに反する一切の規定にかかわらず、株主がひとりの会社

における総会の定足数は、株主ひとりとする。議事の開始において必要な定足数が出席してい

ない場合は、株主総会のいかなる議事も進めることができない。  

 

24. すべての株主により、またはただひとりの株主により署名された書面による決議は、

正当に召集され開催された株主総会で採択された決議として有効であるものとする。 
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株主株主株主株主のののの投票権投票権投票権投票権    

 

25. すべての議題に関する株主の決議は投票によるものとし、総会に自らあるいは代理

人を通じて出席しているすべての株主は所有する株式一株について一票の投票権を持つ。 

 

利益利益利益利益のののの配当配当配当配当    

 

26. 各年度の当会社の純利益は株主総会での当会社の承認を条件として取締役が指図

する留保金の積み立て、または配当金、ボーナスの支払いに適用するものとする。 

 

27. 当会社の利益以外から配当金を支払うことはできず、配当金には利息はつかないも

のとする。 

 

28. 株式の譲渡により（以下本条省略） 

 

会社秘書役会社秘書役会社秘書役会社秘書役    

 

33. 当会社の最初の秘書役は Ms. Hanako Samurai とする。Ms. Hanako Samurai は会社

にその意図を伝える通知を与えることによりこの役を辞任することができ、かかる辞任の時期

はこの辞任通知が満了するか、またはそれより早い受理を以って発効する。 

 

通知通知通知通知    

 

32. 本（以下省略） 

 

 

 


